
国立歴史民俗博物館所蔵『活套』紙背文書（荒木・ 遠藤・ 岡本・ 須田）（1（（）

は
じ
め
に

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
活
套
』
は
、
五
八
丁
（
表
紙
共
（
か
ら
な
る
袋
綴

の
小
冊
子
で
あ
る
。
法
量
は
縦
二
四
セ
ン
チ
・
横
一
八
セ
ン
チ
。
田
中
穣
氏
旧
蔵

で
、
大
徳
寺
一
一
二
世
玉
仲
宗
琇
の
法
語
集
『
法
用
文
集
』
と
同
箱
に
収
め
ら
れ
て

伝
来
し
た
。
後
補
表
紙
に
は
「
所
伝
云
、
紫
野
大
徳
寺
未
詳
子
院
旧
蔵
」
と
あ
り
、
大

徳
寺
の
塔
頭
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
か
ね
て
入
元
僧
孤
峰
覚
明
や
名
石
末
松

山
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
記
主
は
書
中
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
大
徳
寺
一
〇
九
世
督
宗
紹
董
と
推
定
さ
れ
て
い
る（（
（

。
近
年
、
嘉
靖
一
八
年

（
天
文
八
年
、
一
五
三
九
（
付
明
皇
帝
宛
足
利
義
晴
表
文
お
よ
び
明
礼
部
宛
足
利
義

晴
咨
文
が
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ（（
（

、
注
目
を
集
め
た
。

こ
の
表
文
・
咨
文
は
と
も
に
新
出
で
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
遣
明
船
に
加

え
、「
天
文
一
三
年
度
船
」
と
も
よ
ぶ
べ
き
新
た
な
遣
明
船
が
存
在
し
た
こ
と
を
裏

付
け
、
本
船
が
細
川
氏
方
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
・
日
本
国
王
が
派
遣
す
る
正
式

な
朝
貢
使
節
団
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

る
。
日
明
関
係
史
上
、
重
要
な
文
書
で
あ
り
、『
活
套
』
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て

も
関
心
が
高
ま
っ
た
。
そ
こ
で
二
〇
一
九
・
二
〇
年
度
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
総
合

資
料
学
奨
励
研
究（（
（

の
一
環
と
し
て
史
料
編
纂
所
修
理
室
で
『
活
套
』
を
解
綴
し（（
（

、
紙

背
の
分
析
を
試
み
た
。
本
稿
は
こ
の
う
ち
紙
背
文
書
の
翻
刻
を
行
な
う
も
の
で
あ
る（（
（

。

一
　
構
成

全
五
八
丁
の
う
ち
、
一
丁
を
除
く
五
七
丁
の
紙
背
に
文
字
が
見
ら
れ
る
。
な
お
第

二
二
丁
は
、
一
紙
を
切
断
し
て
間
に
別
紙
を
挟
み
、
一
丁
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ

る
。
表
面
を
書
き
損
じ
た
の
で
、
書
き
損
じ
た
部
分
を
切
り
取
り
、
そ
の
大
き
さ
に

合
わ
せ
て
別
紙
を
切
っ
て
継
ぎ
充
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
別
紙
部
分
に
も
紙
背
に

文
字
が
あ
る
。
こ
れ
を
含
め
る
と
、
冊
子
に
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
は
五
九
紙
、
う
ち

五
八
紙
に
紙
背
文
書
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。
全
て
楮
紙
で
、
厚
み
は
〇
・
〇
七
～

〇
・
一
九
㎜
、
楮
密
度
は
〇
・
二
～
〇
・
三
ｇ
／
㎠
の
間
に
お
さ
ま
り
、
丁
に
よ
る

紙
質
の
差
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い（（
（

。

文
字
の
残
る
紙
背
は
、
五
紙
を
除
い
て
は
す
べ
て
書
状
（
書
き
か
け
を
含
む
（
で

あ
る
。
一
覧
を
左
に
掲
げ
る
（
以
下
番
号
は
、
本
表
の
番
号
を
指
す
（。
冊
子
に
仕

立
て
た
際
に
、
本
紙
の
前
後
左
右
は
裁
ち
落
と
さ
れ
て
お
り
、
書
状
の
端
裏
や
奥
に

史
料
紹
介国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
活
套
』
紙
背
文
書

荒
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和
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記
さ
れ
た
宛
所
・
差
出
は
欠
け
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
端
裏
の

署
判
は
、
冊
子
と
し
て
再
利
用
し
た
際
に
邪
魔
だ
っ
た
の
か
、
抹
消

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

宛
所
が
確
認
で
き
る
書
状
は
三
四
通
、
そ
の
大
半
は
、「
董
公
」

「
董
首
座
」「
と
う
し
ゆ
そ
」
な
ど
、「
董
」「
と
う
」
宛
で
あ
る
。
一

方
、
宛
所
不
明
の
書
状
の
な
か
に
は
「
紹
董
」
と
署
名
さ
れ
た
書
状

（
（（
（
が
あ
り
、
そ
の
花
押
は
『
大
徳
寺
塔
頭
文
書
』
所
収
「
天
文

二
一
年
七
月
一
七
日
付
大
徳
寺
興
臨
院
納
所
禅
師
宛
請
状
」
の
督
宗

紹
董
の
も
の
と
概
ね
一
致
す
る（（
（

。
こ
れ
を
本
人
筆
の
書
状
が
何
ら
か

の
原
因
で
未
送
達
と
な
っ
て
手
元
に
残
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
と
、

「
董
」「
と
う
」
は
督
宗
紹
董
を
指
し
、『
活
套
』
紙
背
の
多
く
は
督

宗
宛
の
書
状
と
位
置
づ
け
う
る
。
な
お
督
宗
宛
で
な
い
こ
と
が
明
確

な
も
の
と
し
て
、「
意
北
軒
宗
璋
」
が
「
悦
公
座
元
禅
師
」
に
宛
て

た
書
状
の
裏
紙
が
あ
る
（
（（
（。「
意
北
軒
宗
璋
」
は
大
徳
寺
一
〇
八

世
の
玉
叟
宗
璋
、
悦
公
座
元
は
同
一
〇
五
世
の
怡
雲
宗
悦
に
比
定
さ

れ
る
。
怡
雲
は
督
宗
と
同
じ
徹
岫
宗
九
の
法
嗣
で
あ
り
、
ご
く
身
近

な
人
物
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
が
紛
れ
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
（（
は
前
後
欠
の
入
室
問
答
で
あ
る
。
同
文
が
『
春
林
宗
俶
和

尚
等
法
語
』『
垂
示
』（
以
下
『
春
』『
垂
』
と
略
称
（
に
収
録
さ
れ

て
お
り（8
（

、
こ
れ
が
徹
岫
宗
九
を
師
家
と
す
る
天
文
二
一
年
（
一
五
五

二
（
鶏
旦
入
室
問
答
の
一
部
で
あ
る
こ
と
、
問
答
の
記
録
を
作
成
し

た
の
は
督
宗
紹
董
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（（
と
『
春
』『
垂
』

収
録
分
と
の
異
同
は
、
（（
の
「
曰
」
が
、『
春
』『
垂
』
で
は
「
云
」

で
あ
る
と
い
う
微
細
な
点
の
ほ
か
、
以
下
の
五
点
が
確
認
で
き
る
。

①
一
つ
め
の
問
答
「
一
僧
不
答
…
寔
」
が
、『
春
』『
垂
』
に
は
な

い
。
②
三
つ
め
の
問
答
の
う
ち
「
礙
人
～
僧
云
」
の
部
分
が
、

文書一覧
番号 文書名 宛所

1 抜書 ―
（ 書状土代 ×
（ 宗寿書状 ×
（ 広橋兼秀書状 ×
（ 宗加書状 ×
（ 宗寿書状 董公
7 某（宗寿ヵ）書状 董公
8 宗周（内藤国貞）書状 董公禅師
9 宗周（内藤国貞）書状 董
10 宗加書状 ×
11 某（宗寿ヵ）書状 董公
1（ 宗寿書状 董公
1（ 策洸書状 董公座元禅師
1（ 某書状 ×
1（ 内藤国貞書状 董
1（ 某（み）書状 とうもしさま
17 内藤国貞書状 ×
18 内藤国貞書状 ×
19 某書状 ×
（0 某（宗寿ヵ）書状 董公
（1 宗寿書状 董公
（（① 宗寿書状（中欠） 董公
（（② 某書状断簡 ×
（（ 内藤国貞書状 董□
（（ 宗寿書状 董公
（（ 宗周（内藤国貞）書状 ×
（（ 宗寿書状 董しゆそ
（7 春屋宗永書状 とうさうす
（8 書状土代 ×
（9 春屋宗永書状 とうしゆそ御りやう

番号 文書名 宛所

（0 某（春屋宗永）書状 ×
（1 釣雪斎宗勝書状 董首座
（（ 宗寿書状 董公御りやう
（（ 某（御ち）書状 とうしゆその御かた
（（ 宗寿書状 董公
（（ 宗周（内藤国貞）書状 ×
（（ 宗寿書状 董公
（7 内藤国貞書状 ×
（8 某（か）書状 とうしゆそ
（9 某書状 ×
（0 下笠光政書状 頭首座
（1 □哲書状 董公
（（ 某（ち）書状 董公
（（ 某書状 ×
（（ 督宗紹董書状 ×
（（ 徹岫宗九入室問答土代 ―
（（ 宗寿書状 董公
（7 宗寿書状 董公
（8 詩草 ―
（9 某書状 董公御りやうさま
（0 某書状 董［　　］ 
（1 某（御ち）書状 とうしゆそ
（（ （白紙） ―
（（ 書状土代 ×
（（ 玉叟宗璋書状（裏紙） 悦公座元禅師
（（ 習書 ―
（（ 某書状 御うへさま
（7 宗周（内藤国貞）書状 董公禅師
（8 書付 ―
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『
垂
』
に
は
な
い
。
③
四
つ
め
の
問
答
の
「
臨
済
是
非
」
は
、『
春
』『
垂
』
で
は

「
林
済
未
是
」
で
あ
る
。
④
四
つ
め
の
問
答
で
「
道
得
悟
」
を
抹
消
し
「
好
喝
」
と

し
て
い
る
箇
所
は
、『
春
』『
垂
』
と
も
に
「
好
喝
」
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
下
の

「
好
」（
抹
消
モ
レ
と
想
定
さ
れ
る
（
の
字
も
な
い
。
⑤
四
つ
め
の
問
答
の
問
者
は
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、『
春
』『
垂
』
は
「
正
（
宗
正
（」

と
記
名
が
あ
る
。
④
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
（（
に
お
け
る
修
正
箇
所
が
修
正
後
の
状
態
で
流
布
し
て
い
る
こ
と
、
①
②
⑤
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
情
報
の
加
除
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
（（
は
督
宗
紹
董
が

書
い
た
入
室
問
答
の
土
代
の
一
部
と
推
定
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
も
『
活
套
』
の
紙
背
は

督
宗
紹
董
の
手
元
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
督
宗
は
手
元
の
反

故
紙
を
集
め
て
冊
子
に
仕
立
て
、
雑
記
帳
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
　
督
宗
紹
董

督
宗
紹
董
は
、
そ
の
寂
年
か
ら
逆
算
す
る
と
永
正
一
〇
年
（
一
五
一
三
（
の
生
ま

れ
、
山
城
の
出
身
で
俗
姓
は
紀
氏
と
さ
れ
る（（
（

。
姉
と
弟
が
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

弟
も
瑚
渓
宗
璉
と
名
乗
る
大
徳
寺
僧
で
あ
っ
た
が
、
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
（
以

降
同
二
二
年
以
前
に
早
世
し
た（（1
（

。
（8
は
「
か
」
な
る
人
物
か
ら
督
宗
に
宛
て
た
、
こ

の
弟
の
死
を
悼
ん
だ
見
舞
状
で
あ
る
。

督
宗
は
、
永
正
一
六
年
（
一
五
一
九
（
七
歳
で
小
渓
紹
怤
（
一
五
三
六
寂
（
の
も

と
に
喝
食
と
し
て
入
り
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
（
一
三
歳
で
大
徳
寺
に
参
禅
、
翌

年
に
は
薙
髪
し
具
足
戒
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
小
渓
の
命
で
、
そ
の
法
嗣
徹
岫
宗
九

の
も
と
に
移
り
、
徹
岫
よ
り
印
可
を
授
か
っ
た（（（
（

。
こ
の
間
、
天
文
一
四
年
（
一
五
四

五
（
に
大
徳
寺
侍
真
、
同
二
一
年
に
同
寺
瑞
峰
院
納
所
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
る（（（
（

。
公
家
の
山
科
言
継
と
は
正
月
に
は
挨
拶
に
出
向
き
、
折
に
触
れ
て
酒
を
酌

み
交
わ
す
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
天
文
一
三
年
か
ら
同
二
二
年
に
か
け
て
断
続
的

に
『
言
継
卿
記
』
に
あ
ら
わ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
「
紫
野
大
徳
寺
之
董
首
座
」
と
呼
ば
れ

て
い
る（（（
（

。
督
宗
が
首
座
に
な
っ
た
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、『
黄
梅
院
文
書
』
所

収
「
天
文
二
二
年
六
月
一
日
付
宗
浄
譲
状
」
で
は
「
せ
う
と
う
し
ゅ
そ
」
と
呼
ば

れ
、
そ
の
譲
状
の
内
容
を
追
認
し
た
「
興
臨
院
宗
哲
書
状
」
で
も
「
督
宗
座
元
禅

師
」
と
記
さ
れ
る
の
で
、
天
文
二
二
年
に
は
首
座
の
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
文
書
上
か

ら
も
確
認
さ
れ
る（（（
（

。

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
（
に
は
京
を
離
れ
て
堺
禅
通
寺
に
寓
し
て
お
り
、
同
四
年

に
は
同
寺
住
持
を
務
め
て
い
た
法
兄
春
林
宗
俶
の
元
旦
入
室
に
列
座
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る（（（
（

。『
活
套
』
本
文
に
は
、
同
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
堺
の
諸
処
で

閲
覧
し
た
茶
道
具
の
観
察
記
が
残
り（（（
（

、
ま
た
同
二
年
に
堺
龍
門
寺
の
収
盛
な
る
者
に

「
天
命
散
」
の
処
方
を
教
わ
っ
た
旨
も
見
え
る
。
永
禄
前
半
期
に
は
も
っ
ぱ
ら
堺
で

活
動
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
永
禄
七
年
二
月
、
五
二
歳
で
大
徳
寺
に
出
世
、
こ
の

時
は
居
成
で
あ
っ
た
が
、
同
年
六
月
、
再
住
し
入
院
の
諸
儀
式
を
行
な
っ
た（（（
（

。
同
八

年
八
月
に
は
堺
陽
春
庵
に
住
し
て
お
り
、
つ
い
で
瑞
峰
院
に
転
じ
た
も
の
の
、
同
一

一
年
五
月
ま
で
に
再
び
陽
春
庵
に
戻
っ
て
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
（
春
ま
で
同
庵

に
住
し
た
。
そ
の
後
は
在
洛
で
、
大
徳
寺
興
臨
院
・
瑞
峰
院
・
大
用
庵
等
に
歴
住（（1
（

、

天
正
三
年
（
一
五
七
五
（
七
月
一
一
日
、
六
三
歳
で
示
寂
し
た
。
法
嗣
に
竹
澗
宗

紋
・
太
素
宗
謁
が
あ
る
。
太
素
の
法
嗣
伝
叟
紹
印
が
、
松
岳
紹
長
擯
斥
後
に
大
徳
寺

金
龍
院
開
祖
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
法
祖
父
と
し
て
、
位
牌
・
頂
相
・
語
録
・

行
実
等
は
金
龍
院
に
伝
来
し
、
近
代
、
金
龍
院
の
廃
絶
に
伴
い
龍
源
院
に
移
っ
た
。

『
活
套
』
後
補
表
紙
の
い
う
「
大
徳
寺
子
院
」
と
は
、
あ
る
い
は
金
龍
院
の
こ
と
か

と
も
思
わ
れ
る
。

三
　
内
容

以
下
、
紙
背
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
ま
ず
書
状
で
は
な
い
五
紙
の
う
ち
、

（（
は
先
述
の
と
お
り
、
督
宗
執
筆
の
入
室
問
答
の
土
代
で
あ
る
。
1
は
文
中
に
「
温

造
伝
」
と
み
え
、『
旧
唐
書
』
も
し
く
は
『
新
唐
書
』
の
「
温
造
伝
」
の
引
用
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
直
接
の
引
用
な
の
か
、
別
書
に
引
用
さ
れ
て
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い
た
も
の
を
書
き
抜
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
（8
に
は
裁
ち
落
と
さ
れ
て
解
読
不

能
な
も
の
も
含
め
、
五
言
句
が
八
句
、
書
き
連
ね
て
あ
る
。
管
見
の
限
り
古
典
類
に

同
一
句
は
見
出
せ
ず（（（
（

、
あ
る
い
は
督
宗
の
作
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（（
は
い
ろ
は
歌

の
断
章
で
、
字
の
練
習
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（8
は
中
央
に
「
上
々
か
な
い
ろ
」

と
あ
る
か
ら
、
提
子
に
付
せ
ら
れ
て
い
た
書
付
の
類
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

残
る
五
三
紙
は
書
状
で
あ
る
。
う
ち
一
紙
は
先
述
の
よ
う
に
督
宗
の
自
筆
書
状
で

あ
り
（
（（
（、
三
紙
は
書
き
か
け
で
あ
る
（
（
・
（8
・
（（
（。
こ
れ
も
督
宗
の
手
に
な

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
含
め
書
状
は
、
概
し
て
即
時
性
が
高
く
、
年
代
比
定

が
で
き
る
よ
う
な
情
報
に
乏
し
い
。
差
出
人
の
比
定
も
し
づ
ら
い
も
の
が
多
い
が
、

著
名
な
と
こ
ろ
で
は
ま
ず
、
広
橋
兼
秀
の
自
筆
書
状
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

（
（
（。
こ
れ
は
、
明
日
の
来
訪
が
な
い
の
を
残
念
に
思
う
旨
と
自
分
の
本
卦
占
を
依

頼
し
た
い
旨
を
記
し
た
も
の
で
、
日
付
は
「
即
刻
」
と
あ
り
、
宛
所
は
み
え
な
い
。

広
橋
家
か
ら
の
書
状
と
し
て
は
も
う
一
通
、「
む
ら
さ
き
の
の
と
う
し
ゆ
そ
の
御
か

た
へ
ま
い
る
」
と
す
る
、「
ひ
ろ
は
し
と
の
よ
り
　
御
ち
」
の
も
の
が
あ
る
（
（（
（。

こ
ち
ら
は
「
と
う
し
ゆ
そ
」
と
あ
っ
て
、
督
宗
宛
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。

「
御
て
も
し
さ
ま
（「
父
」
を
意
味
す
る
女
房
詞
（」
は
大
坂
へ
下
向
中
で
お
留
守
で

あ
り
、「
御
る
す
の
御
か
た
」
も
用
が
あ
る
の
で
明
日
の
来
訪
は
お
控
え
い
た
だ
き

た
い
と
あ
る
。
こ
の
「
御
て
も
し
さ
ま
」
が
兼
秀
を
指
す
の
か
、
そ
の
子
国
光
を
指

す
の
か
は
不
明
だ
が
、
督
宗
は
兼
秀
と
も
国
光
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
両

者
に
道
号
頌
を
授
与
し
て
い
る
ほ
か（（1
（

、
両
者
の
没
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
子
息
に
請
わ

れ
肖
像
画
賛
を
執
筆
し
て
い
る（（（
（

。
一
方
、
督
宗
が
大
徳
寺
に
出
世
し
た
折
に
は
、
兼

秀
か
ら
奉
加
銭
と
し
て
五
〇
〇
疋
が
贈
ら
れ
た（（（
（

。
（
・
（（
の
書
状
は
、
こ
う
し
た
広

橋
家
と
の
交
遊
の
断
面
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
丹
波
守
護
代
内
藤
国
貞
（
～
一
五
五
三
（
の
書
状
が
一
〇
通
見
ら
れ
る
こ
と

も
注
目
さ
れ
る
。「
内
備
／
国
貞
」（
1（
・
17
・
18
・
（（
（・「
眠
雲
斎
／
国
貞
」

（
（7
（・「
眠
雲
斎
／
宗
周
」（
8
・
（（
（・「
眠
／
宗
周
」（
9
・
（（
（・「
宗
周
」（
（7
（

と
署
判
が
あ
る
。
内
備
は
内
藤
備
前
守
の
略
。
国
貞
は
天
文
五
年
（
一
五
三
六
（
に

は
「
弾
正
忠
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で（（（
（

、「
内
備
」
と
あ
る
も
の
は
、
そ

れ
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
。「
内
備
／
国
貞
」
と
「
眠
雲
斎
国
貞
」
は
花
押
が
概
ね

一
致
し
（
稿
末
「
花
押
一
覧
」
参
照
（、
斎
号
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
「
宗
周
」
も

同
一
人
物
に
比
定
さ
れ
る（（（
（

。
内
容
は
物
品
の
借
用
に
関
わ
る
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ

ち
17
に
は
大
刀
・
打
刀
は
夜
に
返
却
予
定
、
茶
碗
は
た
だ
い
ま
返
却
す
る
と
の
旨
が

記
さ
れ
、
18
に
は
明
日
使
用
し
た
い
の
で
今
晩
大
刀
・
打
刀
を
借
り
た
い
旨
が
記
さ

れ
て
い
る
。
（（
に
も
大
刀
・
打
刀
を
借
り
た
い
と
あ
り
、
（7
に
は
屏
風
を
借
り
た
い

と
あ
る
。
（7
に
は
続
け
て
、
も
し
当
院
に
な
け
れ
ば
興
臨
院
に
お
願
い
し
て
貸
し
て

ほ
し
い
こ
と
、
ま
た
同
院
へ
も
参
上
す
る
旨
を
内
々
に
伝
え
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。
督
宗
の
語
録
に
は
、
内
藤
国
貞
に
宛
て
た
も
の
は
み
ら
れ
ず
、
一

族
の
内
藤
貞
治
に
与
え
た
道
号
頌
の
み
確
認
さ
れ
る（（（
（

が
、
こ
れ
ら
の
書
状
か
ら
は
国

貞
と
の
か
か
わ
り
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

書
状
の
な
か
で
一
番
多
い
の
は
、
宗
寿
な
る
人
物
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

差
出
に
名
が
残
る
確
実
な
も
の
が
一
二
通
（
（
・
（
・
1（
・
（1
・
（（
①
・
（（
・
（（
・

（（
・
（（
・
（（
・
（（
・
（7
（、
残
画
か
ら
お
そ
ら
く
宗
寿
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
も

の
が
三
通
（
7
・
11
・
（0
（、
計
一
五
通
に
上
る
。
（（
に
「
宗
寿
」
と
あ
る
ほ
か

は
、
全
て
「
寿
」
と
の
み
署
名
さ
れ
る
が
、
筆
跡
か
ら
し
て
同
一
人
物
で
あ
る
。
内

容
は
、
板
や
漆
の
調
達
に
関
わ
る
も
の
（
（
・
（
・
11
・
（1
（、
薬
を
貰
っ
た
こ
と

へ
の
礼
（
（1
（
や
薬
を
求
め
る
も
の
（
（1
・
（（
（、
来
訪
な
き
を
憾
む
も
の
（
7
（、

来
訪
を
謝
し
、
取
り
急
ぎ
酒
肴
を
送
る
と
す
る
も
の
（
（（
（、
織
物
の
入
手
依
頼

（
（（
（、
屏
風
の
借
用
依
頼
（
（（
（、
唐
櫃
を
預
け
た
い
旨
（
1（
（
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
こ
の
宗
寿
に
つ
い
て
は
、
内
藤
国
貞
の
書
状
の
な
か
に
、「
宗
寿
も
大
略
明
後

日
可
罷
上
候
」（
9
（・「
宗
寿
、
文
ま
い
ら
せ
候
」（
17
（
と
、
そ
の
名
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
宗
寿
の
書
状
に
も
、「
た
ん
は
へ
の
物
、
ま
ち
か
ね
ま
い
ら

せ
候
て
」（
（（
（・「
た
ん
は
よ
り
、
の
ほ
り
ま
い
ら
せ
候
よ
し
候
」（
（（
（
な
ど
と
、
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具
体
的
な
内
容
は
不
明
な
が
ら
、
丹
波
と
の
関
係
を
有
す
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

文
言
が
見
え
る
こ
と
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
宗
寿
は
丹
波
守
護
代
内
藤
国
貞
の
も
と
に

あ
っ
て
、
国
貞
と
大
徳
寺
を
繋
ぐ
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。

（7
は
借
金
の
督
促
状
で
あ
る
。「
二
百
六
十
二
ま
へ
」
を
担
保
と
し
た
借
金
が
返

済
さ
れ
た
こ
と
を
謝
し
、
併
せ
て
「
ね
の
と
し
の
お
り
す
ち
」
に
つ
い
て
、
利
子
を

き
ち
ん
と
計
算
し
た
上
で
返
済
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
督
宗
が
土
地
お

よ
び
絹
織
物
を
担
保
に
金
を
借
り
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宛
所
は
「
と
う
さ
う

す
」
と
あ
り
、
督
宗
が
ま
だ
蔵
主
で
あ
っ
た
頃
の
も
の
と
知
ら
れ
る
。
督
宗
が
首
座

と
な
っ
た
時
期
を
、
先
述
の
『
言
継
卿
記
』
に
従
い
天
文
一
三
年
（
一
五
四
四
（
以

前
と
す
れ
ば
、
本
書
状
も
天
文
一
三
年
以
前
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

差
出
の
「
宗
う
ん
あ
ん
宗
永
」
は
春
屋
宗
永
、
尼
僧
で
あ
る
。
大
徳
寺
大
慈
院
に

は
土
佐
光
茂
筆
と
す
る
尼
僧
の
肖
像
画
が
伝
わ
る
が
、
こ
の
画
賛
の
冒
頭
に
「
宗
運

庵
頭
春
屋
宗
永
苾
蒭
尼
慈
容
」
と
見
え（（（
（

、
こ
の
人
物
に
比
定
さ
れ
る
。
賛
に
よ
れ

ば
、
宗
永
は
実
伝
宗
真
か
ら
教
え
を
受
け
、
悦
渓
宗
忢
か
ら
号
を
授
か
っ
た
と
い

い
、
実
際
に
悦
渓
の
語
録
に
は
永
正
一
八
年
（
一
五
二
一
（
に
宗
永
に
「
春
屋
」
号

を
授
け
た
偈
頌
が
収
め
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
実
伝
は
悦
渓
の
法
祖
父
、
悦
渓
は
小
渓
の
師

で
あ
る
。
賛
を
執
筆
し
た
の
は
春
林
宗
俶
で
、
彼
は
督
宗
の
法
兄
、
悦
渓
の
法
曽
孫

に
あ
た
る
。
さ
ら
に
肖
像
画
を
制
作
し
賛
を
春
林
に
依
頼
し
た
の
は
、
賛
に
よ
る
と

春
屋
の
孫
の
「
宗
祐
蔵
主
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
宗
祐
は
道
号
を
天
仙
と
い
い
、
の

ち
に
大
徳
寺
瑞
峰
院
内
に
碧
庵
を
開
き
庵
主
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る（（1
（

。
督
宗
の
こ
の

借
金
は
、
こ
の
よ
う
な
同
門
中
の
人
脈
の
な
か
で
の
も
の
で
あ
っ
た
。

春
屋
か
ら
の
書
状
は
こ
の
ほ
か
に
二
通
見
ら
れ
る
（
（9
・
（0
（。
と
も
に
散
ら
し

書
き
の
仮
名
文
書
で
、
（9
は
冒
頭
行
が
二
、
三
文
字
分
、
低
く
始
ま
っ
て
い
る
か

ら
、
前
紙
欠
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
（0
は
後
紙
欠
で
差
出
を
欠
く
も
の
の
、
（7
・

（9
と
同
じ
手
で
あ
り
、
春
屋
か
ら
の
書
状
と
知
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
（9
は
、
こ
の
（0

に
接
続
す
る
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
確
定
し
う
る
根
拠
は
な
い
の
で
、
ひ
と

ま
ず
別
の
書
状
と
し
て
扱
っ
た
。

（
・
10
は
宗
加
と
い
う
人
物
か
ら
の
書
状
で
あ
る
。
（
は
酒
・
米
の
受
注
に
つ
い

て
、
10
は
酒
の
納
品
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
酒
屋
な
の
で
あ
ろ
う
。
10
に
は
、
酒

を
三
〇
疋
分
届
け
る
、
先
日
届
け
た
分
の
四
〇
疋
分
と
併
せ
て
、
七
〇
〇
文
が
今
日

ま
で
の
届
け
分
で
あ
る
、
酒
は
二
種
類
で
届
け
る
、「
御
日
記
」
に
も
つ
け
て
お
い

て
く
だ
さ
い
な
ど
と
あ
り
、
酒
が
掛
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
（（

は
、
宛
所
・
差
出
を
欠
く
が
、
注
文
を
う
け
て
米
二
石
を
用
意
し
た
こ
と
を
伝
え
る

も
の
で
、
こ
れ
も
差
出
は
大
徳
寺
出
入
り
の
商
人
で
あ
ろ
う
。
代
金
は
一
石
に
つ
き

一
貫
四
〇
〇
文
、
御
寺
の
枡
で
計
量
し
た
、
高
価
だ
と
思
う
よ
う
で
あ
れ
ば
取
り
止

め
の
旨
連
絡
さ
れ
た
い
、
悪
銭
は
受
け
取
れ
な
い
の
で
良
銭
で
支
払
わ
れ
た
い
と
述

べ
て
お
り
、
当
時
の
物
価
や
撰
銭
の
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
点
数
が
多
く
、
す
べ
て
に
つ
い
て
逐
一
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
文

書
と
し
て
は
残
り
に
く
い
日
常
生
活
に
関
わ
る
話
題
が
豊
富
で
、
生
活
文
化
史
上
、

貴
重
な
情
報
が
見
ら
れ
る
の
は
、
本
紙
背
文
書
の
特
徴
で
あ
る
。
早
く
は
蔵
主
時
代

の
督
宗
宛
書
状
が
含
ま
れ
る
こ
と
、
ま
た
明
確
な
と
こ
ろ
で
は
督
宗
執
筆
の
天
文
二

一
年
元
旦
の
入
室
問
答
の
草
案
や
、
同
二
二
年
に
没
し
た
内
藤
国
貞
の
書
状
が
見
ら

れ
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
そ
の
年
代
は
天
文
年
間
中
頃
か
ら
末
期
を
中
心
と

す
る
と
推
定
さ
れ
る（（（
（

。

注（
1
（
今
泉
淑
夫
『
東
語
西
話
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
（
二
三
五
頁
、
佐
藤
秀

孝
「
孤
峰
覚
明
の
伝
記
史
料
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
二
〇
、
二
〇
〇
八

年
（
一
一
七
頁
。

（
（
（
岡
本
真
「「
堺
渡
唐
船
」
考
」（『
戦
国
期
日
本
の
対
明
関
係
』
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
二
二
年
。
初
出
二
〇
一
五
年
（。

（
（
（
二
〇
一
九
年
度
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
『
活
套
』
の
紙
質
と
紙
背
文
書
に
関
す
る

研
究
」（
荒
木
和
憲
・
須
田
牧
子
・
岡
本
真
・
髙
島
晶
彦
・
山
口
悟
史
（・
二
〇
二
〇
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年
度
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
『
活
套
』
の
総
合
的
研
究
」（
荒
木
和
憲
・
須
田
牧

子
・
遠
藤
珠
紀
・
岡
本
真
・
髙
島
晶
彦
・
山
口
悟
史
（。

（
（
（
髙
島
晶
彦
氏
・
山
口
悟
史
氏
に
よ
る
。
解
綴
後
は
虫
損
の
穴
埋
め
等
の
修
理
を
行

な
い
、
元
の
通
り
冊
子
体
に
綴
じ
直
し
た
。

（
（
（
表
面
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
別
稿
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

（
（
（
髙
島
晶
彦
氏
・
山
口
悟
史
氏
の
分
析
に
よ
る
。

（
7
（
稿
末
「
花
押
一
覧
」、
お
よ
び
『
大
日
本
史
料
』
第
十
編
之
三
十
一
、
三
四
九
頁

参
照
。

（
8
（
「
大
満
国
師
鶏
旦
」（『
春
林
宗
俶
和
尚
等
法
語
』、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
（、

「
鶏
旦
入
室
大
満
国
師
」（『
垂
示
』、『
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
』
三
所
収
（。

（
9
（
『
督
宗
和
尚
行
実
』（
大
徳
寺
龍
源
院
所
蔵
（。
以
下
督
宗
の
事
績
に
つ
い
て
は
『
大

日
本
史
料
』
第
十
編
之
三
十
一
（
以
下
『
大
』
と
略
称
（、
二
六
三
～
三
五
〇
頁
の

督
宗
寂
伝
、
お
よ
び
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
報
』
五
九
号
所
載
「『
大
日
本
史

料
　
第
十
編
之
三
十
一
』
出
版
報
告
」
を
参
照
。
な
お
督
宗
の
法
孫
に
あ
た
る
伝
叟

紹
印
が
、
そ
の
師
太
素
宗
謁
（
督
宗
の
法
嗣
（
か
ら
聞
い
た
話
を
書
き
留
め
た
『
閑

言
語
』（
大
徳
寺
龍
源
院
所
蔵
（
に
、「
師
、
姓
ハ
紀
氏
也
、
先
祖
ハ
下
野
国
富ト
ヒ

田タ

ト

云
処
、
蜷
川
名
字
也
、
ヒ
ラ
ウ
ヂ
、
讃
岐
ノ
安ヤ
ス

居イ

ニ
住
ス
、
父
、
牢
人
シ
テ
城
州
吉

祥
寺〔
院
ヵ
〕ニ

至
テ
、
石
原
家
ノ
女
子
ニ
嫁
シ
テ
生
メ
ル
子督
宗
、也

」
と
あ
っ
て
、
督
宗
は
山
城

国
西
岡
の
国
人
石
原
氏
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
同
書
に
は
続
け
て
、

八
、
九
歳
で
嵯
峨
地
蔵
院
に
入
っ
て
喝
食
と
な
り
、
十
三
歳
で
小
渓
紹
怤
の
会
裏
に

至
っ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
行
実
の
語
る
と
こ
ろ
と
は
齟
齬
し
て
い
る
。

（
10
（
『
大
』
二
七
七
～
二
八
一
頁
。

（
11
（
『
大
』
二
六
五
～
二
八
八
頁
。

（
1（
（
『
大
』
二
八
二
～
二
八
三
頁
。

（
1（
（
『
大
』
三
二
〇
～
三
二
二
頁
。
初
登
場
の
同
一
三
年
（
一
五
四
四
（
正
月
一
〇
日

条
か
ら
「
紫
野
大
徳
寺
之
董
首
座
」
と
み
え
て
い
る
。

（
1（
（
『
大
』
二
七
八
～
二
七
九
頁
。

（
1（
（
『
大
』
二
八
四
～
二
八
五
頁
。

（
1（
（
『
大
』
三
三
九
～
三
四
三
頁
。

（
17
（
『
大
』
二
八
五
～
三
〇
二
頁
。

（
18
（
『
大
』
三
〇
二
～
三
〇
六
頁
。

（
19
（
「
中
国
基
本
古
籍
庫
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
に
よ
る
。

（
（0
（
「
楽
浦
」（『
督
宗
和
尚
語
録
』
上
、『
大
』
三
一
二
頁
（、「
安
心
」（
同
、『
大
』
三

一
七
頁
（。

（
（1
（
「
楽
浦
寂
公
大
禅
定
門
尊
像
」（『
督
宗
和
尚
語
録
』
上
、『
大
』
三
一
四
～
三
一
六

頁
（、「
広
橋
国
光
画
像
賛
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
模
写
、『
大
』
三
一
八
頁
（。

（
（（
（
「（
永
禄
七
年
（
二
月
二
七
日
付
瑞
峰
院
宗
広
書
状
」（『
大
』
三
一
三
頁
（。

（
（（
（
「
天
文
五
年
三
月
一
五
日
付
内
藤
国
貞
書
下
」（『
雨
森
善
四
郎
氏
所
蔵
文
書
』、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
（。

（
（（
（
馬
部
隆
弘
氏
は
署
判
の
変
遷
か
ら
、
国
貞
は
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
（
六
月
の
細

川
高
国
自
刃
を
契
機
に
入
道
し
て
宗
周
と
な
り
、
翌
天
文
元
年
末
ま
で
に
は
還
俗
し

て
再
び
国
貞
を
称
す
る
と
整
理
さ
れ
て
い
る
（
同
「
丹
波
片
山
家
文
書
と
守
護
代
内

藤
国
貞
」（『
大
阪
大
谷
大
学
歴
史
文
化
研
究
』
一
九
、
二
〇
一
九
年
（。

（
（（
（
「
雲
岫
内
藤
河
内
守
」（『
督
宗
和
尚
語
録
』
上
、『
大
』
三
二
七
～
三
二
八
頁
（。

（
（（
（
「
伝
土
佐
光
茂
筆
絹
本
著
色
春
屋
宗
永
像
」（
京
都
市
文
化
財
ブ
ッ
ク
ス
第
三
四
集

『
京
の
礎
（
』
二
〇
二
〇
年
（。

（
（7
（
「
春
屋
」（『
仏
照
大
鏡
禅
師
悦
渓
和
尚
語
録
』、『
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
』
三
所

収
（。
な
お
同
語
録
に
は
「
天
外
長
錯
公
肖
像
」
と
題
す
る
作
品
も
採
録
さ
れ
る
。

天
外
長
錯
は
細
川
家
臣
四
宮
長
能
（
～
一
五
〇
四
（。
賛
に
よ
る
と
「
其
嫡
女
宗
運

庵
頭
某
」
の
請
に
よ
り
起
草
し
た
も
の
と
い
い
、
こ
の
嫡
女
を
春
屋
宗
永
に
比
定
す

る
説
が
あ
る
（
前
掲
注
（（
書
（。
天
外
に
つ
い
て
は
月
舟
寿
桂
の
『
幻
雲
集
』（
続
群

書
類
従
所
収
（
に
肖
像
画
賛
が
残
り
、
当
該
賛
文
の
あ
る
肖
像
画
も
確
認
さ
れ
る

（「
四
宮
長
能
画
像
」、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
台
紙
付
写
真
（。
月
舟
に
賛
文
を

依
頼
し
た
の
は
「
家
児
文
裔
蔵
主
」
で
、
こ
ち
ら
は
相
国
寺
僧
と
み
ら
れ
る
が
（
乾

克
己
「
室
町
時
代
に
お
け
る
宴
曲
の
流
伝
」『
国
学
院
雑
誌
』
五
、
一
九
七
四
年
（、

月
舟
の
賛
文
に
よ
れ
ば
天
外
自
身
は
大
徳
寺
に
も
参
禅
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
（8
（
「
追
悼
天
仙
祐
公
首
座
」（『
綱
宗
禅
師
語
録
』、『
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
』
四
所

収
（・「
碧
庵
開
基
天
仙
祐
禅
師
五
十
年
忌
」（『
雪
庵
和
尚
語
録
』、『
大
徳
寺
禅
語
録

集
成
』
五
所
収
（、
な
お
綿
田
稔
「
崇
福
寺
蔵
「
二
十
八
祖
像
」
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
美
術
研
究
』
二
八
六
、
二
〇
一
七
年
（
を
参
照
。
ま
た
『
綱
宗
禅
師
語
録
』
諸
宗
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法
語
の
注
記
に
、「
祐
公
な
る
者
は
、
師
の
、
号
を
受
く
る
の
師
」
と
あ
り
、
宗
祐

は
藍
渓
宗
瑛
に
道
号
を
授
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
藍
渓
は
大
徳
寺
一
五
二
世
、
大

徳
寺
一
二
九
世
天
叔
宗
眼
の
法
嗣
。
天
叔
は
怡
雲
の
法
嗣
で
あ
る
。
あ
る
い
は
宗
祐

も
怡
雲
の
弟
子
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
宗
祐
は
永
禄
一
二
年
（
一
五
六

九
（
に
大
徳
寺
侍
真
、
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
（・
同
一
四
年
に
大
徳
寺
如
意
庵

納
所
を
務
め
て
い
る
（『
大
日
本
古
文
書
』
大
徳
寺
文
書
二
四
八
一
・
二
五
〇
六
・

二
五
二
〇
・
二
五
三
五
・
二
五
三
六
・
二
六
二
〇
号
（。
自
賛
の
肖
像
画
が
あ
り
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
（
に
八
〇
余
歳
と
い
う
か
ら
（「
天
仙
宗

祐
画
像
」、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
台
紙
付
写
真
（、
春
屋
の
肖
像
画
賛
が
書
か

れ
た
天
文
一
五
年
（
一
五
四
六
（
に
は
二
〇
歳
す
ぎ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
（9
（
な
お
『
活
套
』
表
面
に
は
宗
峰
妙
超
・
東
海
宗
朝
・
古
岳
宗
亘
と
い
っ
た
同
門
の

先
達
の
法
語
の
抜
書
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
督
宗
自
作
と
確
認
で
き
る
一
番
早
い
年

次
の
も
の
は
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
（
八
月
に
瑞
峰
和
尚
に
和
韻
し
た
句
で
あ
る
。

ま
た
永
禄
二
～
四
年
の
堺
で
の
見
聞
記
な
ど
も
多
く
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
下
限
は
弘
治
年
間
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
二
〇
一
九
・
二
〇
年
度
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
総
合
資
料
学
奨
励
研
究
、

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費（（K

（1971

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
翻
刻
と
写
真
の
掲
載
を
ご

許
可
下
さ
っ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

【 

翻
　
刻 

】

〔
凡
例
〕

・
文
書
名
は
私
に
つ
け
た
。

・
文
字
は
概
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
、
改
行
は
原
則
と
し
て
追
込
み
と
し
た
。

・
本
文
以
外
の
部
分
は
「
」
で
括
り
、
適
宜
（
　
（
に
て
傍
注
を
付
し
た
。

・
本
文
に
は
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
適
宜
加
え
た
。

・ 

欠
損
・
か
す
れ
の
箇
所
は
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
ま
た
は

で
示
し
た
。
判

読
不
能
の
文
字
は
×⃞
で
示
し
た
。

・ 

校
訂
に
よ
り
改
め
ら
れ
る
べ
き
文
字
は
〔
　
〕、
人
名
や
仮
名
文
字
に
対
す
る
漢
字
な

ど
、
参
考
の
た
め
の
も
の
は
（
　
（
に
入
れ
、
傍
に
記
し
た
。

1
　
抜
書

祐（李
（曰

、
五
〔
吾
〕夜

踰
葵
〔
蔡
〕州

城
、
会擒
呉
元
済
、
未
嘗
心
動
、
今
日
膽
落
温（造
（御

史
矣
、
温
造
伝         

分
疎
　
　
摩
訶
―
―
―

2
　
書
状
土
代

一
昨
日
者
以
参
扣
申
候
之
処
、
御
懇
情
難
謝
候
、
仍
令
面
候
、
栄

3
　
宗
寿
書
状

い（板
（たの
事
、
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
う（
漆

（

る
し
の
事
、
三
わ
た
申
入
候
ほ
と

に
、
あ（明
日
（すの
ほ
り
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
返
々
、
井
上
御
て（寺
（らに
、
い
ま
た
候
か
と

や
□
い
つ
く
へ
も
行

御
出
候
へ
し
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 
　
　
　
　
御
返
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
寿（宗
寿
（」

4
　
広
橋
兼
秀
書
状
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「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（　
　
　
　
　
　
　 

」

玉
札
恐
悦
候
、
明
日
不
可
有
光
臨
之
由
、
無
念
候
、
次
小
生
本
卦
事
、
不
急
儀
候
、

雖
何
時
候
、
御
隙
時
分
可
頼
存
候
、
尚
期
後
面
令
省
略
候
、
恐
々
敬
白
、

　
　
　
　
即
刻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼（広
橋
（秀

5
　
宗
加
書
状

「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

よ
り

 

（
墨
引
（ 

」

尚
々
、
御
懇
之
段
、
難
申
尽
令
存
候
、
何
も
以
面
可
申
述
候
、
急
候
間
、
多
は

不
申
入
候
也
、

預
御
状
候
、
則
拝
見
仕
候
、
仍
而
明
日
酒
五
十
疋
之
分
、
弐
色
に
上
申
候
へ
之
由
承

候
、
心
得
申
候
、
御
懇
之
儀
、
祝
着
無
申
計
候
、
就
中
、
米
之
代
事
承
候
、
未
買
不

申
候
間
、
四
五
日
中
、
御
待
可
有
候
、
但
御
帳
に
被
付
さ
せ
度
候
者
、
明
日
便
宜
可

承
候
、
ち
と
代
た
か
く
候
共
、
調
可
進
之
候
、
尚
御
使
可
被
申
候
、
将
又
先
度
之
酒

之
事
も
た
つ
ね
不
申
候
、
定
而
御
申
之
分
た
る
へ
く
候
と
存
候
、
恐
惶
敬
白
、

　
　
　
　
二
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
加
拝

6
　
宗
寿
書
状

こ
の
い（板
（た、
こ
し
の
は
う
に
て
候
、
そ
な
た
の
を
か
（
買
（ひ
た
と
、
お
ほ
せ
う
け
ら
れ
候

て
、
こ
の
す
み
の
ふ
ん
を
ひ
か
せ
ら
れ
候
て
給
候
は
ゝ
、
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら

せ
候
へ
く
候

を
ゝ
く
て

て
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
い（
板

賃

（

た
ち
ん
は
申
つ

け
、
つ
か
は
し
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
御
む
も
し
な
く
、
た
の
み
ま
い
ら
せ
候
、
上

さ
ま
へ
御
申
上
候
て
、
や
か
て
〳
〵
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
て
給
候
へ
く
候
、
か
へ
す

〳
〵

御
入

は
れ
□
や
う
に
、
お
ほ
せ
ら
れ
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
寿
」

7
　
某
（
宗
寿
ヵ
）
書
状

こ
の
ほ
と
は
御
う
と
〳
〵
し
さ
に
て
候
、
な
と
や
、
ち
と
ま
い
り
御
出
候
は
ん
す
ら

ん

×
×
×

⃞
⃞
⃞
さ
、
ち
ん
ひ
御
申
候
て
給
候
は
ゝ
、
御
う
れ
し
く

御
出
候

へ
く
候
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
□
〔
寿
ヵ
〕」

8
　
宗
周
（
内
藤
国
貞
）
書
状

「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眠
雲
斎

 

（
墨
引
（ 

　
董
公
禅
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

宗
周
」

一
昨
日
以
後
、
不
申
通
候
、
仍
此
く（具
足
（

そ
く
、
し（質
（ち物
に
お
き
申
度
候
由
、
か
や
う
に

申
上
候
、
可
然
様
に
頼
入
存
候
、
尚
此
者
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
三
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
周
（
花
押
（

9
　
宗
周
（
内
藤
国
貞
）
書
状

今
朝
者
　
和
尚
様
預
御
尋
候
、
忝
存
候
、
可
然
様
に
可
預
御
取
成
候
、
仍
硯
箱
持
参

候
、
早
々
ぬ
（
塗
（ら
せ
ら
れ
候
て
可
給
候
、
宗
寿
も
大
略
明
後
日
可
罷
上
候
、
宿
は 

ほ（
宝

鏡

（

う
き
や
う
寺
殿
の
内
に
て
御
さ
あ
る
へ
く
候
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眠

 

（
墨
引
（ 
　
董

　
　
　
　
　
　
ま
い
る
足
下
　
　
　
　
　
　
宗
周
」

10
　
宗
加
書
状
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「（
端
裏
ウ
ハ
書
（

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
」

尚
々
、
酒
と
り
に
罷
下
候
、
祝
着
無
申
計
候
、
能
々
御
日
記
つ
け
さ
せ
ら
れ
候

也
、

預
御
札
候
、
則
拝
見
仕
候
、
仍
酒
参
十
疋
分
上
申
候
、
先
日
両
度
に
四
十
疋
分
、
已

上
七
百
文
、
今
日
ま
て
之
分
に
て
候
、
御
懇
之
儀
共
、
過
分
難
申
尽
令
存
候
、
は
や

〳
〵
内
儀
之
お（
瘧

（

こ
り
も
能
々
御
座
候
、
可
被
御
心
安
候
、
酒
も
二
色
仕
候
て
上
申
、

何
も
上
々
進
之
候
、
万
以
面
御
礼
等
可
申
述
候
、
恐
惶
敬
白
、

　
　
　
　
無
神
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
加
（
花
押
（

11
　
某
（
宗
寿
ヵ
）
書
状

い（板
（たを
か
（
買
（ひ
き
と
、
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
て
給
候
へ
く
候
、
そ
な
た
の
御
る
す
に
て
候

は
ゝ
、
い
つ
く
の
に
て
も
、
お
ほ
せ
つ
け
て
給
候
へ
く
候
、
こ
れ
は
か
り
に
御
か
ひ

候
は
ん
よ
り
も

つ
か
は
さ
れ
ま
い
ら
せ
候
、
ま
へ
ひ
き

物
に
て
候
よ

し
申
候
、
お
と
こ
申
物
に
参
て
候
、
ふ（
不

案

内

（

あ
ん
な
い
に
候
ま
ゝ
、
た
の
み
ま
い
ら
せ

候
、
和
尚
さ
ま
へ
御
申
候
て
成
と
も
、
人
を
つ
か
は
さ
れ
ま
い
ら
せ
候
、
た
の
み
ま

い
ら
せ
候
、
う（
漆

（

る
し
の
事
、
あ
す
申
下
ま
い
ら
せ
候
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
□
〔
寿
ヵ
〕」

12
　
宗
寿
書
状

こ
の
か（
唐

櫃

（

ら
ひ
つ
、
あ（預
（つけ
ま
い
ら
せ
候
、
か
た
〳
〵
に
は
、
物
を
入
ま
い
ら
せ
候
、

か
た
〳
〵
は
、
あ（
空

唐

櫃

（

き
か
ら
う
と
に
て
候
、
又
ひ（内
藤
永
貞
ヵ
（

こ
五
よ
り
の
物
、
こ
の
ほ
と
は
候
は

ん
に
、
み
な
〳
〵

し
ま
い
ら
せ
候
、
春
と
ゝ
の
へ
て

ま
い
ら
せ

候
へ
く
候
、
御
心
へ
候
て
御
申
上
ま
い
ら
せ
候
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
寿
」

13
　
策
洸
書
状

「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
相
国
寺

拝
呈
　
董
公
座
元
禅
師
　
　
　
　
　
　
洸
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侍
司
下
　
　
　
　
　
」

昨
日
之
花
瓶
、
此
者
に
可
給
候
、
為
其
令
啓
候
、
御
取
合
畏
存
候
、
恐
惶
不
縷
、

　
　
　
　
　
居
諸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
洸
（
花
押
（

14
　
某
書
状

「（
端
裏
ウ
ハ
書
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

い
中
」

尚
々
、
昨
日
者
御
懇
段
畏
入
候
、
申
候
間
儀
、
以
御
ち
、
別
内
談
、
御
異
見
も

候
へ
か
し
と
存
計
候
、
尚
期
面
拝
時
候
、

昨
日
者
致
祗
候
、
御
懇
之
段
、
忝
存
候
、
和
尚
様
へ
御
意
得
候
て
、
御
申
頼
被
下

候
、
殊
更
昨
日
者
被
懸
御
意
候
、
種
々
御
懇
切
段
、
難
紙
上
尽
候
、
随
而
内
々
申

候
、
彼
縁
辺
事
、
さ
て
も
〳
〵
為
何
方
可
然
儀
と
存
計
候
、
彼
母
儀
、
同
心
に
て
候

へ
は
、
無
造
作
事
候
、
い
ま
た
縁
も
不
相
定
候
之
間
、
今
度
の
え（縁
（ん候

は
ゝ
、
以
内

談
御
立
聞
も
候
へ
か
し
と
て
、
可
被
下
之
儀
候
、
行
末
如
何
可
成
候
、
又
は
不
存
事

候
、
為
其
我
等
申
と
は
候
は
て
、
様
躰
聞
召
て
可
然
存
候
、
是
は
御
公
事
に
も
立
不

入
候
事
候
、
於
御
同
心
者
、
尚
以
面
拝
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
極
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
×
⃞
⃞
（
花
押
（

15
　
内
藤
国
貞
書
状

「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内（内
藤
備
前
守
（

備

　
　
　
　
　
董

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
□〔国
貞
〕□」

宇（宇
津
（つへ
飛
脚
被
差
下
候
や
、
昨
日
可
申
候
処
、
失
念
仕
候
、
今
日
重
而
乍
御
造
作
、
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人
を
被
差
下
候
、
知
行
之
一
書
共
も
た
せ
て
、
仁
躰
一
人
、
以
隠
密
、
当
寺
迄
被
召

上
候
義
、
可
然
存
候
、
我
等
事
、
火
急
之
用
所
御
座
候
間
、
一
両
日
中
、
可
罷
下
心

中
候
間
、
如
此
申
候
、
此
旨
両
和
尚
様
へ
可
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
三
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国（内
藤
（貞（
花
押
（

16
　
某
（
み
）
書
状

こ
の
ほ
と
は
御
う
と
〳
〵
し
く
、た
ゝ
御
い
り
候
、な
に
と
て
御
い
て
も
な
く
候
や
、

御
な
さ
け
な
く
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
御
ひ
ま
も
候
は
ゝ
、
た
ゝ
い
ま
の
ほ
と
、
ま

ち
い
り
ま
い
ら
せ
候
、
か
な
ら
す
御
い
て
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候

こ
の
ほ

と
は
、
御
な
も
し
に
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候

た
御
い
て
ま
い
ら
せ
候
物
を
申

候
、
御
い
り
候
ま
ゝ
、
さ
て
〳
〵
御
ふ（文
（みま
い
ら
せ
候
、
か
な
ら
す
〳
〵
ま
ち
申
候

ま
ゝ
、
御
い
て
ま
い
ら
せ
候
、
御
い
て
な
く
候
は
ゝ
、
な（仲
（かを
た（違
（かい
ま
い
ら
せ
候

へ
く
候
、
か
し
く
、

「（
結
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

　
　
　
　
　
と（董
（うも

し
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
み
」

17
　
内
藤
国
貞
書
状

「（
端
裏
ウ
ハ
書
（

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内（内
藤
備
前
守
国
貞
（

備
」

尚
々
、
此
由
可
預
御
取
合
候
、
又
ち（
茶

碗

（

や
わ
ん
返
進
申
候
、
又
宗
寿
文
ま
い
ら
せ

候
、
御
返
事
早
々
可
給
候
、

昨
日
者
　
和
尚
様
光
儀
、
忝
存
候
、
仍
今
朝
御
時
に
可
致
祗
候
之
由
、
蒙
仰
候
、
尤

雖
可
参
候
、
彦（内
藤
永
貞
（

五
只
今
芥（摂
津
（河へ
罷
下
候
間
、
不
作
申
条
、
不
可
参
候
、
我
等
者
今
日

逗
留
仕
候
、
次
大
刀
・
打
刀
、
晩
景
必
々
返
進
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
二
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国（内
藤
（貞（
花
押
（

18
　
内
藤
国
貞
書
状

「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内（内
藤
備
前
守
（

備

　
　
　

　
　
　
　
　
　
国
貞
」

頼
存
候
〳
〵
、

先
日
申
候
中
半
太
刀
・
打
刀
・
刀
、
明
日
之
用
候
、
晩
景
必
々
借
給
候
者
、
可
喜
入

候
、
為
其
一
筆
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
二
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
国（内
藤
（貞（

花
押
（

19
　
某
書
状

「（
端
裏
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
木

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

返
々
、
若
れ（聊
爾
（

う
し
之
儀
候
共
、
是
処
、
御
な（難
（んに
は
な
る
ま
し
く
候
間
、
何
様

に
も
御
分
別
な
さ
れ
、
御
や（
養

生

（

う
し
や
う
候
て
被
下
候
者
、
別
而
畏
可
入
候
、
御

ひ
ま
被
入
候
者
、
尚
々
被
懸
御
意
、
御
や
う
し
や
う
奉
頼
候
、

只
今
者
被
懸
御
意
申
承
候
、
本
望
之
至
候
、
仍
御
く（
薬

（

す
り
御
し（
斟

酌

（

ん
さ
く
之
儀
候
へ

共
、
別
而
可
得
御
扶
持
覚
語
〔
悟
〕候
間
、
何
様
に
も
被
成
御
分
別
、
御
や
う
し
や
う
候
て

被
下
候
者
、
畏
可
存
候
、
爰
元
衆
、
各
々
く
す
り
是
又
少
も
け（験
（んな
く
候
間
、
若
其

同
前
之
儀
候
共
、
御
れ
う
し
た
る
ま
し
く
候
、
為
其
態
令
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
正
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
高
□
（
花
押
（

20
　
某
（
宗
寿
ヵ
）
書
状

こ
の
ほ
と
は
御
う
と
〳
〵
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
一
日
大
く（蔵
（ら卿
殿
、
か
た
し
や

の
文
つ
か
は
さ
れ
候
や
、
い
ま
た
つ
か
は
さ
れ
候
は
ぬ
や
、
ち
と
い
そ
き
の
よ
し
に

て

ひ（便
宜
（

ん
き
候
は
す
は

御
申
上
候
て
成
と
も
、
人
つ
か
は
さ
れ
給
候

は
ゝ
、
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
み
つ
い（
未

（

ま
た
の
ほ
せ
ま
い
ら
せ
候
は
す
候

ま
ゝ
、
わ
さ
〳
〵
人
を
下
ま
い
ら
せ
候
よ
し
、
つ
ゐ
て
候
は
ゝ
、
御
申
上
候
へ
く
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候
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 
　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
□
（
寿
ヵ
（」

21
　
宗
寿
書
状

昨
日
く（
薬

（

す
り
御
丸
し
て
給
候
、
御
う
れ
し
さ
に
て
こ
そ
候
へ
、
ま
つ
〳
〵
い（板
（たひ
か

せ
ら
れ
候
て
た
ま
は
り
候
も
、
か
へ
す
〳
〵
御
う
れ
し
さ
申

か
た
く
思

ひ
ま
い
ら
せ
候

つ
け
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
ま
こ
四
郎
の
ほ
り
ま
い
ら
せ

候
や
、
よ（昨
夜
（へ、
人
上
候
は
ん
か
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
て
候
へ
は
、
上
候
は
す
候
、
け（今
日
（ふ

は
の
ほ
り
ま
い
ら
せ
候
は
ん
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
御
出
ら
れ
候
て
申
候
へ
く
候

御
申
て
給
候
へ
く
候
、
て（手
（を
き
り
候
に
つ
け
ま
い
ら
せ
た
く
候
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
寿
」

22
①
（
第
一
・
第
三
紙
片
）　
宗
寿
書
状

た
ゝ
い
ま
御
出

に
て

ま
い
ら
せ
候
て
給
候
へ
く

候
、
返
々
御
つ
ゐ
て
候
は
ゝ
、
御
出

ま
い
ら
せ
候
、
又
ち
や
う
ち
ん
御

次
に

ち

御
申
候
は
ん
、
仍
か
や
う
に
候
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
寿
」

22
②
（
第
二
紙
片
）　
某
書
状
断
簡

寸
隙
無
念
存
候
、
明
日
者
早
々
に
御
下
向
之
由
候
、

督（紹
董
（宗座
元
以
書
状
申
度
候
へ
共
、
少
取
乱
儀
候
間
、
自
是
可
申
上
候
、
恐
々
頓
首
、

23
　
内
藤
国
貞
書
状

「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
□

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
内（内
藤
備
前
守
国
貞
（

備
」

彼
一
儀
に
鳥（鳥
養
貞
長
ヵ
（

か
い
所
へ
為
御
礼
、
被
遣
御
使
僧
可
然
候
歟
、
誰
に
て
も
、
只
今
之
程

に
是
へ
可
被
越
申
候
、
然
は
我
々
同
道
可
仕
候
、
若
和
尚
様
于
今
御
留
守
候
共
、
誰

に
て
も
一
人
、
可
被
成
御
出
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
三
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国（内
藤
（貞（
花
押
（

24
　
宗
寿
書
状

け
さ
人
を
ま
い
ら
せ
候
つ
る
、
御
出
候
は
ん
す
る
か
と
、
ま
ち
ま
い
ら
せ
候
へ
と

も
、
御
出
候
は
す
候
、
又
御
む
も
し
の
事
に
て
御
入
□
て
、
御
や
も
し
へ
御
た（樽
（るを

ま
い
ら
せ
候
か
、
同
ま
ち
候
て
御
入
候
ほ
と
に
、
し（
笑

止

（

や
う
し
に
御
さ
候
つ
る
を
、

こ（
心

得

（

ゝ
ろ
へ
ま
い
ら
せ
た
く
候
へ
と
も
、
み
な
〳
〵
ふ（不
便
（

へ
ん
な
る
物
と
も
に
て
御
入
候

ま
ゝ
、
ほ
ん
け
う
な
と
、
し（
食

籠

（

き
ろ
う
御
入
候
は
ゝ
、
そ
な
た
に
て

給
候

は
ゝ
、
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
た
の
み
入
候
へ
く
候
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
□
（
寿
（」

25
　
宗
周
（
内
藤
国
貞
）
書
状

「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眠

　
　
　
　
　
×⃞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□（宗
周
（□」

彼
一
儀
、
御
返
答
申
上
候
之
砌
、
蒙
仰
、
致
参
上
候
、
御
馬
者
、
被
懸
御
意
候
か
、

何
篇
御
返
事
候
て
、
別
可
蒙
仰
候
由
、
可
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
三
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
周
（
花
押
（

26
　
宗
寿
書
状
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た（丹
波
（

ん
は
へ
の
物
、
ま
ち
か
ね
ま
い
ら
せ
候
て
、
下
ま
い
ら
せ
候
、
あ
す
又
く
た
り
ま

い
ら
せ
候
物
御
入
候
、
け
ふ
は
み
ち
に
て
な
ら
て
は
御
下

ほ
と
に
、
あ
す

よ
く
御
入
候

思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
こ
の
よ
し
御
ひ
ろ
う
候
へ
く
候
、
ま

つ
〳
〵
御
か（快
気
（

い
き
、
い
か
ゝ
御
入
候
や
ら
ん
、
御
心
も
と
な
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、

よ
く
〳
〵
御
や（
養

生

（

う
し
や
う
、
御
さ
た
あ
ら
せ
候
へ
く
候

あ
な
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
し（首
座
（

ゆ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
　
　
宗
寿
」

27
　
春
屋
宗
永
書
状

一
日
は
御
返
事
な
か
ら
、
文
御
う
れ
し
く
候
、
し（質
（ちと
も
の
事
、
御
む
つ
か
し
な
か

ら
、
申
候
は
て
か（叶
（なは
ぬ
御
よ（用
（うと
も
に
て
候
、
返
々
御
む
つ
か
し
な
か
ら
、
色
々

た
の
み
〳
〵
入
ま
い
ら
せ
候
、
二
百
六
十
二
ま（前
（への
し
ち
御
あ（銭
（し、
返
し
申
候
、
御

う
れ
し
く
候
、
又
ね（
子

年

（

の
と
し
の
お（
織

筋

（

り
す
ち
、
久
し
く
な
り
候
へ
共
、
よ
く
〳
〵
御

さ（
算

用

（

ん
よ
う
候
て
給
候
へ
く
候

り（利
分
（

ふ
ん
は
三
百
四
十
か
と
思
ま
い
ら
せ
候
て

ま
い
ら
せ
候
、
こ
の
物
に
あ
す
御
く
た
し
候
て
給
候
は
ゝ
、
御
う
れ
し
く

候
、

「（
切
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（　
　
　
　
　
　
　
　
　 

宗
う（
運

庵

（

ん
あ
ん

　
　
　
　
　
と（
董
蔵
主
（

う
さ
う
す
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
宗（春
屋
（永」

28
　
書
状
土
代

昨
日
為
御
使
与
五
郎
殿
御
来
臨
、
恐
入
存
候
、
抑
彼
田
地
之
儀
、
任
御
異
見
、
苅
候

様
ニ
、
百
性
ニ〻別
申
付
候
、

候〻
先
度
手
続
証
文
、
如
懸
御
目
候
、
此
方
理
運
無
紛
儀
候
之
条
、
雲（宗

叔慶（和
尚
被
仰
越
候
筋
目
を
以
テ
、
斎（斎
藤
基
速
（

越
無
分
儀
被
相
果
候
様
、
奉
頼
候
、
昨
日
十
川

ヲ
以
テ
被
仰
下
之
也
、
先
以
祝
着
此
事
候
、
弥
可
然
様

29
　
春
屋
宗
永
書
状

（
前
紙
欠
ヵ
（
文
給
候
、
御
れ
う
事
候
は
す
候
、
も（
勿

体

（

ん
た
い
な
く
思
ま
い
ら
せ
候
よ

し
、
よ
く
〳
〵
御
申
入
候
て
給
候
へ
く
候
、
い
ま
は
、
は
し
も
と
の
す
し
に
候
へ

は
、
文
に
て
も
申
入
す
候
な
ら
ひ
、
い
つ
も
〳
〵
御
ゆ
か
し
く
、
申
入
さ
た
候
て
給

候
へ
く
候
、

「（
切
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（　
　
　
　
　
　
　
　
　 

宗
う（
運

庵

（

ん
あ
ん

　
　
　
　
　
と（董
（うし

ゆ
そ
御
り
や
う
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
宗（春
屋
（永」

30
　
某
（
春
屋
宗
永
）
書
状

あ
ら
た
ま
り
ぬ
る
御
よ
ろ
こ
ひ
、
い
つ
も
御
寺
、
御
は（
繁

盛

（

ん
し
や
う
御
ふ
ん
、
旁
御

ゆ（
祝

（

わ
ゐ
な
ら
す
候
、
い
よ
〳
〵
御
心
に
か
ゝ
る
事
候
、
よ
き
春
を
御
む
か
へ
候
へ

は
、
一
た
ん
し（
殊

勝

（

ゆ
せ
う
に
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
ま
つ
〳
〵
ち（
長

老

様

（

や
う
ら
う
さ
ま
へ
の

文
ま
い
ら
せ
候
、
御
ひ
ろ
う
候
て
給
候
へ
く
候
（
後
紙
欠
（（
一
紙
目
袖
（御
あ
ふ
き
ま
い

ら
せ
候
、

31
　
釣
雪
斎
宗
勝
書
状
（
折
紙
）

一
昨
日
者
、
祗
候
申
候
之
処
に
、
種
々
御
懇
之
儀
、
于
今
不
始
候
へ
共
、
忝
次
第
、

難
申
尽
候
、
此
等
旨
、
可
預
御
取
合
候
、
次
ふ
り
こ
め
ら
れ
て
戸
出
不
仕
候
、
雨
笠

そ
と
借
被
下
候
者
、
可
畏
入
候
、
何
笠
に
て
も
不
苦
候
、
ま
に
相
候
、
や
か
て
〳
〵

晩
景
返
進
可
申
候
、
又
御
出
京
候
者
、
委
預
御
尋
候
、
ち（地
蔵
（

さ
う
院
の
つ（辻
（しに

て
細
見

と
申
所
に
候
間
、
御
次
候
者
御
立
寄
、
可
畏
入
候
、
猶
此
者
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釣
雪
斎

　
　
　
　
二
月
廿
一
日 

宗
勝
（
花
押
（

　
　
　
　
　
董
首
座

　
　
　
　
　
　
　
　
侍
者
御
中
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32
　
宗
寿
書
状

御
む
も
し
の
申
事
に
て
候
へ
と
も
、
こ
の
お（織
（り物
、
と
り
御
か
へ
候
て
給
候
は
ゝ
、

御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
た
の
み
〳
〵
入
ま
い
ら
せ
候

と

ま
い
ら
せ
候
□
百
疋
ま
い
ら
せ
候

て
、
こ
の
月
の
御
さ
た
候
へ
く
候
、
や
か

て
末
に
と
り
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
返
々
御
む
も
し
な
か
ら
、
た
の
み
ま
い
ら
せ

候
、
猶
御
参
候
へ
は
御
申
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
九
月
三
日

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
公
御
り
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
寿
」

33
　
某
（
御
ち
）
書
状

返
々
な
に
事

に
申
候
、
そ
と
お
ほ
し
め
し

申
事
に
て
候

ん
き
に
、
こ
の
ほ
と
に
御
た
ち
よ
り
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

こ
の
ほ
と
は
、
し
け
〳
〵
と
、
御
と
き
と
め
ま
い
ら
せ
候
て
、
御
こ
ゝ
ろ
も
と
な
く

思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
御
て
も
し
さ
ま
、
ひ
と
ひ
よ
り
お（大
坂
ヵ
（

さ
か
へ
御
く
た
り
候
て
、
御

る
す
に
て
御
い
り
候
、
御
る
す
の
御
か
た
も
、
ち
と
ふ
さ
か
り
ま
い
ら
せ
候
ま
ゝ
、

さ
て
申
さ
れ
候
、
あ
す
十
六
日
は
御
い
て
候
ま
し
く
候
、
こ
の
し（子
細
（

さ
い
、
か
さ
ね
て

御
物
か
た
り
申
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、

「（
切
封
ウ
ハ
書
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ひ（
広

橋

殿

（

ろ
は
し
と
の
よ
り

　
　
　
　
　
む（
紫

野

（

ら
さ
き
の
に
て
と（
董
首
座
（

う
し
ゆ
そ
の

（
墨
引
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
か
た
へ
ま
い
る
　
　
御
ち
」

34
　
宗
寿
書
状

た
ゝ
い
ま
は
御
出
、
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
一
ち（重
（うま
い
ら
せ
候
、
又

ふ（
袋

（

く
ろ
の
う
ち
は
、
御
た（樽
（るの
御
さ（
肴

（

か
な
に
て
候
、
れ（聊
爾
（

う
し
に
は
ふ
く
ろ
御
あ
け
た

ま
は
り
て

ま
ゝ
、
ま
つ
し（進
（ん上

申
候

あ
と
よ
り
ま
い
り
申
候
へ

く
候
、
た
ゝ
い
ま
人
夫
も
□
は
す
候
、
や
か
て
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
ま
つ

さ（
肴

（

か
な
ゝ
と
□
ひ
ろ
う
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
寿
」

35
　
宗
周
（
内
藤
国
貞
）
書
状

「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眠
雲
斎

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
□〔宗
周
〕□」

尚
々
、
頼
入
存
候
、

今
日
之
御
慶
、
珍
重
候
、
仍
三（三
好
元
長
（

筑
明
日
上
洛
仕
候
間
、
明
日
四
時
よ
り
東
寺
へ
罷
下

候
、
昨
日
如
申
、
先
日
之
中
半
大
刀
并
小
打
刀
、
明
日
一
日
、
御
か
り
候
て
被
下
候

者
、
可
為
祝
着
候
、
依
御
返
事
、
明
朝
、
人
を
可
進
之
候
、
頼
入
存
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
二
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
周
（
花
押
（

36
　
宗
寿
書
状

た
ゝ
い
ま
松
千
代
ま
い
り
候
つ
る
、
い
つ
そ
の
御
ひ（
屏

風

（

や
う
ふ
、
ち
と
御
申
て
、
御
か

し
候
へ
く
候
、
御
ひ
ま
候
ほ
と
に
、
か
な
ら
す
ま（待
（ちま
い
ら
せ
候
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ 

寿
」

37
　
内
藤
国
貞
書
状

「（
端
裏
ウ
ハ
書
（

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眠
雲
斎
」

尚
々
、
こ（
興

臨

（

う
り
ん
へ
も
×
×
⃞
⃞
啓
上
候
節
、
御
沙
汰
候
、

夜
前
、
千
本
迄
罷
上
候
、

一
、
借
物
共
之
御
事
、
別
而
頼
存
候
、
明
朝
、
忩
に
可
進
之
候
、
大
か
た
に
被
思
召
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候
て
は
、
御
う
た
て
し
く
お
ほ
え
候
、

一
、
御
ひ（
屏

風

（

や
う
ふ
、
か
た
〳
〵
か
り
申
度
候
、
此
由
御
申
候
て
被
下
候
へ
く
候
、
も

し
当
院
に
御
さ
候
は
す
は
、
こ
う
り
ん
に
て
御
申
候
て
、
此
者
に
か
し
被
下
候
者
、

可
畏
入
候
、

一
、
こ
う
り
ん
へ
も
罷
上
之
由
、
内
々
御
申
候
て
可
給
候
、
我
々
は
し
の
ひ
て
罷
上

分
に
て
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
正
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
国（内
藤
（貞（

花
押
（

38
　
某
（
か
）
書
状

れ
ん
し
ゆ
そ
の
御
事
、
文
に
て
申
た
く
候
つ
れ
と
も
、
御
つ
ゐ
て
、
な
に
か
と
た
ち

よ
ら
れ
候
て
、
お
そ
な
わ
り
候
て
、
御
の
ほ
り
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
御
事
か（欠
（け、

に（
俄

（

わ
か
な
る
御
事
に
て
、
一
た
ん
と
御
い
も
し
さ
、
さ
候
て
、
ち（
力

落

（

か
ら
お
と
し
な
と

し
候
て
、
こ
の

や
、
ほ
も
し
の
と
き
に
、
宮
つ
か

な
に
候
や
ら

ん
、
の（
名
残
惜
（

こ
り
お
し
き
や
う
に
候
つ
る
事
、
お
も
ひ
い
た
し
て
、
な（
涙

（

み
た
に
て
候
、
御

さ（里
（とに

い
も
し
候
、
御
わ（侘
（ひ候

や
と
、
御
心
い（痛
（たさ

申
つ（尽
（くし

か
ね
候
て
、
つ
ゐ
て

に
は
、
御
し（
愁

傷

（

ゆ
し
や
う
お（
推

量

（

し
は
か
り
ま
い
ら
せ
候
、
よ
く
申
候
へ
く
候
、
さ
て
は
、

み
た
て
な
く
候
へ
と
も
、
お（
折

節

（

り
ふ
し
み
え
候
ま
ゝ
、
お
と
×
×
×
×
×
×
×

⃞
⃞
⃞
⃞
⃞
⃞
⃞
ま
い
ら

せ
候
て
、
御
心
な（
慰

（

く
さ
ま
れ
た
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
と（
董
首
座
（

う
し
ゆ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
　
　
か
」

39
　
某
書
状

「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

」

尚
々
、
せ
う
あ
ん
へ
も
御
言
伝
申
候
、
此
程
に
罷
上
可
申
候
、
此
方
へ
着
候

は
ゝ
、
可
預
御
音
信
候
也
、

其
後
久
令
不
音
候
、
先
日
者
参
、
種
々
思
出
仕
候
、
殊
に
同
道
人
ま
て
御
懇
之
儀
、

忝
候
、
其
異
〔
已
〕後
、
為
御
礼
可
令
申
候
処
に
、
旁
々
取
乱
候
間
、
失
本
意
候
、
就
中
、

世
多
物
候
へ
共
、
書
院
に
御
か（唐
（ら物

之
由
候
条
、
わ（態
（さと

さ
せ
進
入
候
、
自
然
に
て

も
御
用
時
候
は
ゝ
、
可
被
仰
候
、
猶
期
参
上
之
時
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
十
一
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
×
×
⃞
⃞
（
花
押
（

40
　
下
笠
光
政
書
状

尚
々
、
先
度
者
参
、
事
外
酒
酔
仕
候
、
和
尚
様
え
被
成
御
心
得
候
て
御
申
、
頼

存
候
、

先
日
者
参
候
処
、
御
懇
之
段
、
畏
入
存
候
、
仍
梅
つ（漬
（けの
桶
、
和
尚
様
え
進
入
申

候
、
御
心
得
候
て
、
御
取
成
頼
存
候
、
将
亦
て
ん
け
い
和
尚
様
へ
も
御
約
束
申
候
、

則
只
今
進
之
候
、
御
届
頼
存
候
、
仍
近
日
以
参
御
礼
可
申
入
候
、
御
出
京
候
者
、
可

預
御
尋
候
、
尚
使
可
被
申
候
間
、
閣
筆
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
三
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
光（下
笠
（政（
花
押
（

　
　
　
　
　
頭
〔
董
〕首

座
侍
者
御
中

41
　
□
哲
書
状

尊
隙
有
間
敷
候
へ
と
も
、
摂
丹
之
様
躰
、
在
所
之
名
な
と
、
具
一
か（書
（きに
せ
ら
れ
候

而
給
候
は
ゝ
、
恐
悦
可
存
候
、
奉
頼
候
、
只
今
田
舎
へ
申
遣
候
間
申
入
候
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
よ
り

　
　
　
　
　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
ま
い
る
机
下
　
　
　
　
　
哲
」

42
　
某
（
ち
）
書
状

御
な
り
を
ま
ち
ま
い
ら
せ
候
、
の
こ
一
・
う
り
を
ま
い
ら
せ
候
、
御
は
し
候
へ
く

候
、
か
し
く
、

（
璉
首
座
、
瑚
渓
宗
璉
（

（
天
啓
宗
歅
（
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「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 
　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ 

ち
」

43
　
某
書
状

「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

」

尚
々
、
料
足
之
内
悪
銭
御
座
候
は
、
中
々
と
り
申
さ
す
候
、
の
こ
り
よ
き
代
可

給
候
、
此
外
有
之
者
、
取
不
申
候
、

先
度
承
候
米
之
事
、
弐
石
分
相
調
申
候
、
代
者
壱
貫
四
百
文
つ
ゝ
、
す
つ
は
御
寺

ま（枡
（すの

ふ
ん
に
か（買
（い申

候
、
た
ゝ
し
代
た
か
く
思
召
候
者
、
我
々
可
給
候
間
、
明
日

源
三
可
申
候
、
御
返
事
に
可
承
候
、
か
し
く
、

44
　
督
宗
紹
董
書
状

「（
端
裏
ウ
ハ
書
（

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

明
日
十
日
御
と
き
に
、
与
七
殿
御
同
道
候
て
、
可有御
出
候
、
次
に（濁
（こり

た
る
酒
三
百

文
、
明
日
早
々
可
給
候
、
恐
々
頓
首
、

　
　
　
　
正
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紹
董
（
花
押
（

45
　
徹
岫
宗
九
入
室
問
答
土
代

一
僧
不
答
、
師
曰
、
何
不
進
語
、
僧
云
、
路
従
平
処
嶮
、
師
打
曰
、
一
口
道
着
、
寔

一

A

僧
云
、
紫
羅
抹
額
紅
裾
飾
腰
、
師
曰
、
如
何
是
飾
腰
底
、
僧
云
、
或
乱
多
少
人

来
、
師
打
曰
、
恁
麽
々
々
、 

幸

一

A

僧
云
、
礙
人
荊
棘
自
無
根
長
、
師
曰
、
意
旨
如
何
、
僧
云
、
無
風
起
波
、
師
打

曰
、
与
麽
々
々
、 

桑

一

A

僧
云
、
拍
手
呵
々
大
笑
、
師
曰
、
笑
箇
什
麽
、
僧
云
、
臨
済
是
非
白
拈
賊
、
師

云
、
如
何
是
賊
、
僧
便
喝
、
師
曰
、
道〻好喝
、得

悟
〻

〻

好

一

A

僧
云
、
不
誤
為
臨
済
、
師
曰
、
意
旨
如
何
、
僧
云
、
錦
裹
特
石
、
師
曰
、
如
何
是

特
石
、
僧
云
、
関
、
師
打
曰
、
恰
好
々
々
、 

佐

（
殷
英
宗
佐
（

46
　
宗
寿
書
状

昨
日
ま
つ
わ
か
に
御
返
事
申
候
つ
る
、
文
ま
い
ら
せ
候
て
、
よ
く
御
事
つ
て
申
候
つ

る
、
さ
た
め
て
申
さ
れ
候
へ
く
候
、
た（丹
波
（

ん
は
よ
り
、
の
ほ
り
ま
い
ら
せ
候
よ
し
候
、

あ
わ
し
ゆ
下
ま

な
に
の
よ
う
候
や
と

事
に
て
候
、
何
事
候
つ
れ

と
も
、
一
し
ほ
の
御
事
、
も
し
な
し
候
は
か
り
、
ま
い
ら
せ
候
、
け
な
り
×
×
×

⃞
⃞
⃞
候

は
ゝ
、
こ
な
た
へ
下
候
は
ん
物
と
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
い
か
に
も
〳
〵
い
か
ゝ
申
候

や
、
又
こ
の
く
す
り
、
ち
と
御
申
候
て
、
給
候
へ
く
候
、
ち
い
か
あ
わ
さ
れ
御
入

候
、
こ
と
わ
り
と
申
事
に
て
候

に
は
、
一
日
□
あ

い
か
ゝ
御
さ
た

□
や
と
申
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
ま
い
る
　
　
　
　
　
　
　
寿
」

47
　
宗
寿
書
状

ち
し
の
事
、
四
日
ま
て
の（延
（ひ候
ほ
と
に
、
ま
つ
下
ま
い
ら
せ
候
、
御
ち（茶
（やを
ち
と
下

さ
れ
候
へ
と
、
御
申
候
て
給
候
へ
く
候
、
や
か
て
〳
〵
、
三
日
四
日
の
中
、
上
ま
い

ら
せ
候
へ
く
候
、
や
う
せ
ん
へ
も
、
こ
の
よ
し
申
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 
　
董
公

　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
寿
」

48
　
詩
草

烏
獲
驀
経
梁
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鴎
是
芦
庵
主

蟻
其
柯
群
王

涼
人
炎
雹
済

下
口
栗
蓬
楊

宜
月
壁
疎
処

聚
星
体
禁
堂

49
　
某
書
状

う（団
扇
（

ち
わ
の
御
事
、
御
ね（
懇

（

ん
比
に
う
け
給
候
、
御
む
も
し
の
御
事
、
返
々
御
う
れ
し
く

思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
さ
や
う
に
申
候
は
ゝ
□
疋

御
あ（

誂

（

つ
ら
へ
候
て
給
候
へ
く

候
、
ま
つ
き
り
ゑ
を
み
ま
い
ら
せ
候
事
に
て
候
か
、
い
か
ゝ
御
入
候
は
ん
や

し
か
れ
は
た
い
と
も
、
一
ほ
ん
御
あ
つ
ら
へ
候
て
給
候
へ
く
候
、
二
ほ
ん
申
候
て
候

へ
と
も
、
一
ほ
ん
と
申
候
へ
く
候
、
又
た
け
や
へ
も
御
出
候
は
ん
よ
し
、
御
う
れ
し

く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
又
こ
の
や
×⃞
は
ん
は
ら
な
と
し
よ
り
給
へ
く
候
つ
る
も
、
い

つ
く
も
わ
ろ
く
候
所
、
こ（壊
（をさ

せ
給
候
へ
く
候
、
御
む
も
し
な
か
ら
、
た
の
み
〳
〵

入
ま
い
ら
せ
候
、
璉（瑚
渓
宗
璉
（

も
し
も
悦（怡
雲
宗
悦
（

も
し
・
ゑ
い
も
し
よ
り
み
な
〳
〵
へ
事
つ
て
申
た
く

候
、
又
藤
は
つ
か

い
た
く
長

候
へ
く
候
、
か
し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
董
公
御
り
や
う
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
給
へ
」

50
　
某
書
状

「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
よ
り

　
　
　
　
　
董

ま
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
る
　
り
う 

0 

」

連
々
、
明
後
日
罷
下
可
申
候
、

御
文
給
候
、
御
う
れ
し
く
拝
見
申
候
、
仍
上
さ
ま

あ
ふ
き
被
下
事
、
忝
□
御
取

合
奉
憑
候
、
次
に
明
日
其
方
よ
り
人
出
候
つ
れ
共
、
御
出
可
有
候
、
ま
ち
申
候
、

早
々
御
出
可
有
候
、
あ
な
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

51
　
某
（
御
ち
）
書
状

ひ（便
宜
（

ん
き
御
う
れ
し
く
候
て
、
一
ふ（筆
（てと

り
む
か
い
ま
い
ら
せ
候
、
け
ふ
の
め
て
た
□
〔
さ
〕

を（同
（なし
御
事
と
、
御
ひ
ろ
□
〔
う
〕ま
い
ら
せ
候
、
こ
の
文
は
、
ひ
と
ひ
よ
り
御
つ
ほ
ね
さ

ま
か
ら
た
ま
わ
り
て
候
へ
と
も
、
人
の
ひ
ま
な
く
候
て
、
ま
い
ら
せ
候

よ
く
そ

〳
〵
、
お
ほ
し
め
し
よ
り
候
て
、
御
は
つ
か
し
く
お
ほ
し
め
し
よ
り
て

申

候
へ
く
候
、
ま
つ

に
文
候
ほ
と
に
□
か
へ
さ
せ
ま
い
ら
せ
候
、
又
御
け（興
（うへ

の
つ
い
て
に

ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
御
あ（銭
（し二
百
疋
こ
の
物
に
ま
い
ら
せ

候
、
は
□
□
な
た
へ
□
御
と
り
御
か
へ
し
候
は
ゝ
、
御
う
れ
し
く
思
ま
い
ら
せ
候
へ

く
候
□
な
た
へ
の
ひ
ん
き
候
は
ゝ
、
い
つ
に
て
も
か
へ
り
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
か

し
く
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
と（
董
首
座
（

う
し
ゆ
そ 

御
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
」

52
　（
白
紙
）

53
　
書
状
土
代

態
令
啓
候
、
堺
与
四
郎
罷
上

54
　
玉
叟
宗
璋
書
状
裏
紙

「（
切
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
北
軒

　
　
　
　
　
悦（怡
雲
宗
悦
（

公
座
元
禅
師
侍
司
　
　
　
　
宗（玉
叟
（璋」
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55
　
習
書

お
お

A

く

A

く
く
く
や

や
ま
け
ふ
こ
え
て

あ
さ
き
ゆ
め
み
し

ゑ
ひ
も
せ
す

い
ろ
は
に
ほ
へ
と

56
　
某
書
状

こ
の
よ
□
御
ひ
ろ
う
候
て
た
（
給
（ひ

候
へ
く
候
、
又
々
か
し
く
、

こ
の
二
三
日
、
よ（用
（うの
事
候
て
、
こ
な
た
へ
の
ほ
り
ま
い
ら
せ
て
候
に
て
御
入
候

へ
、
い
か
さ
ま
ま
い
り
候
て
、
万
御
心
中
申
入
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
な
を
御
て
も

し
へ
申
入
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、

「（
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（　 

御
う
へ
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
侍
し
や
の
御
房
　
　
　
□
□
」

57
　
宗
周
（
内
藤
国
貞
）
書
状

「（
端
裏
捻
封
ウ
ハ
書
（

（
墨
引
（
拝
呈

　
　
　
　
　
　
董
公
禅
師
　
　
　
　
　
　
　
宗
□
（
周
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
報
　
　
　
　
　
　
　
」

猶
々
、
東
坡
集
十
冊
・
伝
灯
十
□
〔
冊
ヵ
〕続
伝
灯
四
冊
、
此
分
請
取
申
候
、
晋
公
上

洛
、
可
為
悦
喜
候
、

先
日
以
来
、
可
被
参
上
候
処
、
東
福
寺
に
令
逗
留
、
即
今
令
帰
宅
候
、
然
者
三
部
慥

請
取
申
候
、
代
の
義
、
我
等
も
不
案
内
に
候
、
不
同
に
候
故
、
難
定
候
、
兎
角
代
の

儀
、
承
か
ね
候
、
難
□
然
共
、
涯
分
御
馳
走
可
申
上
□
心
得
給
候
へ
く
候
、
跡
々
の

書
物
見
分
候
而
、
奉
行
候
へ
く
候
、
万
期
面
談
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
六
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
周 

0

58
　
書
付

　
　
　
×
×
×

⃞
⃞
⃞

上
々
か
な
い
ろ

　
　
　
×
×
×
×

⃞
⃞
⃞
⃞

〻〻〻
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花押一覧

８ 10 13 14

15 17 18 19

23 25 31 35

37 39 40 44


